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第 14 回 国 際 カ ン キ ツ ウ イ ル ス 学 者 研 究 集 会

(IOCV) が， ブ ラ ジ ル ・ サ ン パ ウ ロ 近郊 の カ ン ピ ナ ス

に お い て 平成 10 年 9 月 13 日 か ら 18 日 ま での 6 日 間行

われた。 本会議 は 3 年 に 一度， 世界の 主要 カ ン キ ツ 生産

国 の 持 ち 回 り で行わ れ て お り ， 日 本 で は 1969 年 に 開催

さ れて い る 。 参加者 は ア メ リ カ ， ス ペ イ ン， フ ラ ン ス ，

ブ ラ ジ ル， ア ル ゼ ン チ ン， 南ア フ リ カ ， オ ー ス ト ラ リ ア

な ど世界各国か ら 約 100 名 の参加が あ り ， 日 本 か ら も 3

名が参加 し た 。 今回 は地理的な条件か ら か， ア メ リ カ お

よ び中南米各国か ら 多 く の カ ン キ ツ ウ イ ル ス 研究者が参

加 し た 。

1 IOCV に つ い て

1957 年， カ リ フ ォ ル ニ ア 大学 の WALLACE 教授 の 呼 び

か け で， 世界中 の カ ン キ ツ ウ イ ル ス 病の研究者 を リ バー

サ イ ド に 集 め て シ ン ポ ジ ウ ム が開催 さ れ た 。 こ の 会合

で， そ の後 3 年 ご と に 定例大会 を 聞 く こ と が決定 さ れ，

こ の組織 を International Organization of citrus vir­

ologist ( IOCV) と 命名 し た 。 こ の 1957 年の会議 を 第 1

回 と し ， そ の後 3 年 ご と に 1995 年 ま で に ， 13 回 の 大会

を持ち ， 今回 に 至 っ た 。 こ の会議で は ， 過去 3 年間 の カ

ン キ ツ ウ イ ル ス ・ ウ イ ロ イ ド 病 に 関 す る 研究成果 が発

表， 議論 さ れ， さ ら に 開催地周辺の カ ン キ ツ 生産地， ウ

イ ル ス 病発生園場の視察 な どが行わ れて き た 。 ま た ， 毎

回 の 大会後 に Proceedings が刊行 さ れ， 研究発表 が集

約 さ れ て い る (宮川， 1975) 0 IOCV は 構成 メ ン パ ー が

200 名 ほ ど の所帯であ る が， そ れだ け に 親密で協調 的 な

雰囲気の 中 で活発な研究発表がな さ れて き た 。 カ ン キ ツ

ウ イ ル ス 病 は 世界的 な課題であ り ， 会員聞 に は共通の 目

的 に 取 り 組む 同志 と し て の意識が強 く ， 抗血清 な ど の研

究 材 料， 研究 情 報 は 積 極 的 に 交 換 し て き た 。 筆 者 も

1992 年イ ン ド ・ ニ ュ ー デ リ ー で開催 さ れた 第 12 回大会

以来， 今回 で 3 回 目 と な り ， 多 く の会員 と 旧知 を 温 め た 。

E 会 議 の 構 成

会議 は 四 つ の オ ー ラ ル セ ッ シ ョ ン と 二つ の ポ ス タ ー セ

ッ シ ョ ン か ら な っ て お り ， 各オ ー ラ ルセ ッ シ ョ ン で は，
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一課題 に つ き 招待講演で は 45 分， 研究発表 で は 15 分 と

比較的余裕の あ る 時聞が割 り 当 て ら れ， 相 当 深 い 議論が

行わ れた。 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン は オ ー ラ ル セ ッ シ ョ ン と

重 な る こ と な し 夕食後の時間が割 り 当 て ら れ十分 な 意

見交換がで き た 。 全体で 9 課題 の 招待講演 と 85 課題 の

口 頭発表， お よ び 58 課題の ポ ス タ 一発表が行わ れ た 。

会議が参加者全員 が泊 ま り 込 む ホ テ ル の 会議室で行わ れ

た こ と も あ っ て ， 時間的な制約 も あ ま り 受 け ず に連 日 熱

心 な 討論が行わ れ た 。 中 日 の 9 月 16 日 に は 会議会場 か

ら 約 50 キ ロ 離 れ た CordeiropoI is に あ る ブ ラ ジ ル カ ン

キ ツ 研究の拠点 Sylvio Mreira カ ン キ ツ 研究所お よ び周

辺の ウ イ ル ス 病発生圏場の視察 を 行 っ た 。

皿 メ イ ン ト ピ ッ ク の概要

以下 に ， オ ー ラ ル セ ッ シ ョ ン と ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン の

各 ト ピ ッ ク で特 に 注 目 さ れた 研究 を述べた い 。

ト ピ ッ ク 1 カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス

カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス は世界各地 に 分布 し ， 被

害の規模が大 き い の で， 毎回多 く の研究発表が な さ れて

お り ， 今 回 も 最多 の 26 課題の 口 頭発表 お よ び 1 課題 の

招待講演が行わ れ た 。 カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス は カ

ン キ ツ ウ イ ル ス で は最 も 早 く 遺伝子 レ ベ ルでの解析が進

んでお り ， ク ロ ス テ ロ ウ イ ル ス 属特有の 20 kb 以上 と い

う 大 き な ゲ ノ ム サ イ ズ に も か かわ ら ず既 に 数系統の全塩

基配列が決定 さ れて い る 。 カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス

は感染樹の木質部 に激 し い ピ ッ テ ィ ン グ ( え そ を 伴 う 縦

の溝) を 生 じ る 強毒系統が知 ら れて い る が， こ の 因子 を

塩基配列 の レ ベ ルで解析 し た研究例が多 か っ た 。 ま た ，

本 ウ イ ル ス は 園場 レ ベ ル で多 く の 系統が混在 し て い る

が， SSCP 法 な ど の 点突然変異解析， ま た は ゲ ノ ム 上 に

タ ン デム に 配置 さ れた 各種遺伝子塩基配列 の 同 時比較等

に よ り ， そ の遺伝学的多様性の程度 を研究 し た例 も 注 目

さ れた 。

ま た ， こ れ ま で カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス に 抵抗性

と 考 え ら れて い た カ ラ タ チ で増殖す る 系統が報告 さ れ，

あ ら た め て ウ イ ル ス 病原性の 多様性 と 進化 の早 さ を 印 象

づ け ら れた 。
ト ピ ッ ク 2 ソ ロ ー シ ス

ソ ロ ー シ ス (psorosis) は 主幹部 の樹皮が剥離 し ， 樹

勢が衰弱 し枯死 に 至 る 激 し い病気で， 南米諸国や ア メ リ
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カ で猛威 を ふ る っ て い る 。 病原 ウ イ ル ス の性状の解明が

遅れて い た が， 近年形態学的， 分子生物学的性状が し だ

い に 明 ら か に な っ て き た 。 病原で あ る カ ン キ ツ ソ ロι シ

ス ウ イ ル ス は， 糸状で様々 な形状 を と る テ ヌ イ ウ イ ル ス

属 に 粒子形状が類似 し て い る が， ア ン ビ セ ン ス な遺伝子

の配列が認め ら れな い点で区別 さ れ， 新た に提唱 さ れた

印hiovirus 属 に 分類 さ れ た 。 ソ ロ ー シ ス に 類似 し た 病

害 を起 こ す カ ン キ ツ リ ン グ ス ポ ッ ト ウ イ ル ス の ゲ ノ ム構

造 は， ソ ロ ー シ ス ウ イ ル ス に類似 し て い る こ と が示唆 さ

れた が， 両者 の異同 は さ ら に 検討が必要 と さ れた 。

ト ピ ッ ク 3 レ プ ロ ー シ ス

レ プ ロ ー シ ス (]eprosis) は ス イ ー ト オ レ ン ジ の果実

や枝 に激 し い ネ ク ロ シ ス を 生 じ る 病害で， ブ ラ ジ ル な ど

南米諸国で大問題 と な っ て い る 。 こ れ ま で， カ ン キ ツ 以

外 の 寄 主 植 物 は 認 め ら れ な か っ た が， 汁 液 接 種 で

Chenopodium quinoa に 感染 す る こ と が 明 ら か に な っ

た。 病原 ウ イ ル ス の性状 は 皮膜 を 欠 く ラ ブ ド ウ イ ル ス 科

の ウ イ ル ス であ る 可能性が高 い こ と が判明 し た 。
ト ピ ッ ク 4 グ リ ー ニ ン グ

カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病 は ア ジ ア ， ア フ リ カ の亜熱帯

か ら 熱帯地域 に 広 く 分布 し ， 樹勢 を 著 し く 低下 さ せ て い

る 病害であ る 。 病原 は 師部局在性の細菌であ る が， 培養

が現在 ま で成功 し て い な い。 こ れ ま で 16 S リ ボ ゾー ム

RNA 遺伝子 お よ び， 1 6  S/23 S ス ペ ー サ ー 領域 の 塩基

配列が明 ら か に さ れた が， 今 回 で は PCR に よ る 高感度

検出法， さ ら に 他の領域 の ク ロ ー ニ ン グ に 関す る 発表が

多 か っ た 。 な お カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病 (citrus green­

ing) は， 中国人研究者 に よ り ， 接 ぎ 木伝染性の 初記載

が さ れた の で， 中 国語由来の病名 フ ン グ ロ ビ ン (Huan­

glonbing) を 病 名 と し て 使用 す る 発表 が多 か っ た 。 ま

た， IOCV と し て greening に イミ え て huanglobing を 用

い る こ と を統一見解 と し た よ う で あ る 。 IOCV は 国 際分

類委員会で は な い の で， IOCV の 見解に拘束力 は な い と

思わ れ る が， 本病の研究者 が ほ と ん ど IOCV の 会 員 で

あ る こ と を 考 え る と ， 事 実 上， huanglongbing が 定 着

し た と 考 え て よ い だ ろ う 。

ト ピ ッ ク 5 Citrus variegated chlorosis 
Citrus variegated chlorosis の病原 は木部局在性の細

菌 Xylella jastidiosa で， 近年 ブ ラ ジ ル で急速 に 広 ま っ

て い る 。 今回 の 大会で は地元 の た め か， 本病の ヨ コ バイ

類に よ る 伝搬， 品種聞 に よ る 発病程度 の差， 病原細菌の

性状解明 な ど に 関す る 多 く の発表が行わ れた。 特 に 注 目

さ れた の は， X. jastidiosa の ゲ ノ ム プ ロ ジ ェ ク ト で， こ

れは植物病原細菌 と し て は世界で初 め て の試みであ り ，

2000 年 ま で に は全 ゲ ノ ム の 塩基配列 の 決定 が終了 す る

予定 と の こ と で あ っ た 。

ト ピ ッ ク 6 温州萎縮 ウ イ ル ス と 近縁 ウ イ ル ス

温州萎縮 ウ イ ル ス と カ ン キ ツ モ ザ イ ク ウ イ ル ス な ど の

近縁 ウ イ ル ス の外被 タ ンパ ク 質遺伝子の塩基配列 の比較

は， 詳細 に検討 さ れ た 。 ま た ， 温州萎縮 ウ イ ル ス の ゲ ノ

ム構造 は ， 同 じ 2 分節ゲ ノ ム を持 つ コ モ ウ イ ル ス 科の ウ

イ ル ス と 類似す る が， 特異的な構造 も 認め ら れ る こ と が

発表 さ れた 。 さ ら に RNA ポ リ メ ラ ー ゼ の ア ミ ノ 酸配列

の系統樹解析 に よ り ， 温州萎縮 ウ イ ル ス は コ モ ウ イ ル ス

科 と セ キ ウ イ ル ス 科の ク ラ ス タ ー と も 区別 さ れ る こ と が

明 ら か に さ れた 。 現在， 単一ゲ ノ ム を持つ セ キ ウ イ ル ス

科の ウ イ ル ス か ら ， 2 分節 の コ モ ウ イ ル ス 科の ウ イ ル ス

が進化 し て き た と い う の が有力 な説で あ る 。 し か し ， 今

回の発表で は ， 温州、|萎縮 ウ イ ル ス は こ れ ら の ウ イ ル ス と

は 別 に 進化 し て き た こ と が示唆 さ れ た わ け で， 2 分節 ウ

イ ル ス の起源 に 関す る 新た な論争の き っ か け に な る も の

と し て 注 目 さ れた 。

ト ピ ッ ク 7 ウ イ ロ イ ド

カ ン キ ツ ウ イ ロ イ ド 1II の病原性 ド メ イ ン は， タ ンパ ク

質 (複製 に 関与か) の 結合部位で は な い か と の報告が注

目 さ れた 。 ま た ， 病原性の弱 い ウ イ ロ イ ド を樹勢の コ ン

ト ロ ー ル に 有効利 用 す る 研究例 も 紹介 さ れた 。 こ の類の

研究 は か な り 以前か ら 行わ れ て き た が， 病原性因子が塩

基配列 の レ ベルでかな り 解明 さ れて き た こ と で， 今後実

用化が促進 さ れ る こ と が期待 さ れ る 。 ま た ， 日 本の カ ン

キ ツ か ら 分子量， 塩基配列 と も に 既報の カ ン キ ツ ウ イ ロ

イ ド と 全 く 異 な る ウ イ ロ イ ド が多数検出 さ れた こ と も 報

告 さ れた 。 本研究 に よ り こ れ ま での 常識以上 に ， カ ン キ

ツ ウ イ ロ イ ド の 多様性が示 さ れ， 大 き な反響 を 呼んだ。

ト ピ ッ ク 8 検定制度 f 

フ ロ リ ダ州 で は 穂木採 り 用 母樹 の ウ イ ル ス 検定 が，

1997 年 1 月 か ら 義務 づ け ら れ た こ と が報告 さ れ た 。 検

定 は ， カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス が毎年， カ ン キ ツ エ

ク ソ コ ー テ ィ ス ウ イ ロ イ ド ， カ ン キ ツ ウ イ ロ イ ド 1II， カ

ン キ ツ ソ ロ ー シ ス ウ イ ル ス ， カ ン キ ツ タ タ ー リ ー フ ウ イ

ル ス が 6 年 に 一度行わ れ る こ と に な っ た 。 こ の類の検定

制度 は 日 本 で は ま だ 随意で行わ れ て お り ， 強 制 力 が な

い。 そ の 結果， 汚染穏木が 出 回 り ， 約 20 年前 の 宮本早

生の ト ラ ミ カ ン か ら 昨今の デ コ ポ ン の温州萎縮 ウ イ ル ス

ま で， 高接 ぎ更新 に 伴 う ウ イ ル ス 病の大発生が繰 り 返 さ

れて い る 。 日 本で も ， 強制力 の あ る 検定制度 を 導入 す る

た め の法制度の整備 と 大量検定技術の確立が急がれ る べ

き であ る と 痛感 し た 。
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